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2.前述の在庫増減がそれぞれ市況に及ぼした影響

3.在庫積み増 し、あるいは削減の意欲または方針

総体として需給はタイト化しており、価格動向はしばらく強含みで推移する。メーカーの引き受け姿勢も
シビアで申し込みもカットされている。仕入れ面での窮屈さが出てくるかもしれないが、それを念頭に置い

た販売に徹するものと思われる。過去において在庫過少場面より過剰場面の方が長かつたことを想起すれば

安易な在庫積み増しはしないだろう。

4.大阪、愛知の動向

伏阪)関西地区では目立った大型物件はないものの、中小物件を中心に荷動きは好調に推移している。ま
た、一方で消費税増税前の駆け込みで、住宅、工場、倉庫などの建て替えや、自動車(家電製品の買い替え
の動きも出ている。しかし、相次ぐメーカ

ニ値上げによるユーザーヘの価格転嫁に流通は苦慮しており、こ

れが喫緊の課題である。来期も民間の中小物件の需要は引き続き堅調に推移するだろう。また、遅れていた

公共工事も年度末に向かい本格化してくると′思われ、季節的要因はあるものの、期中の需要は堅調に推移し、
活発な荷動きに伴い在庫も暫減傾向となる。

曲 )建築向けは物件もあることから先々の需要が見込まれる。主要産業である自動車は堅調であるが、
生産拠点を他地区に拡散しているため地元の需要に寄与する度合が低くなっている。その他の製造業も押し

並べて堅乳 ここにきて店売りの切板がようやく価格上昇に転じている。今後の課題はメーカー値上げの未

達部分の解消である。
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鰤 、H形鋼、C形鋼の

平均市況は 76,400円 で

前年比+2,700円、朝
比では+600円。販売は
前年実績を上回つてお

り、収益動向も改善され

ている。語 題 しにも

明るいものが感じられ

るが、足元の悪さがそれ

を遮っており、期待した

ほど市場環境は好転し

ていなかった また、値

上げ転嫁が未達状態で

見通し難でもあるため、

値上げ玉の入荷と相ま

って、先々の採算性の確

保が危ぶまれていた

嚇 、H形鋼、C形鋼の

平均市況は 77,900円 で

前年比+6,200円、前期

比では+1,500円。中弛

み状態から完全に脱し、

市況は上伸基調となっ

たっただ、メーカー値上

げに後追いする形で、転

嫁という課題が横たわ

つている。市場では一部

品種に仮需が発生し、歯

抜けも生じており需給

はタイト化していた 需

要は分野別で好不調は

あるが、建築・土木需要

が好調で、総じて明るい

状況であつた

10月 販売実績はリーマン

ショック以来、最高だつた

との声が聞カソした 11月 は

それより落ち込んだが、堅

調な推移で年末を迎えて

いる。lle性化したノ民ヽ手不足

は工事だけでなく運送関

連にも影響を及ぼしてい

る。また、メーカー値上げ

の転嫁未達も課題となつ

ている。だが、それら懸念

要因はあるが、建設関連を

中心とした需要の後押し

により市場環境は良好で

あり、市況は品種毎に濃淡

はあるが上伸基調で推移

している。

季節的な落込みはあるに

しろ需要は堅調さを維持

するだろう。延び延びにな

つている物件の着工、遅延

している工事の進捗、さら

には消費増税絡みの需要

など、増加要因も考えられ

る。市況はメーカー値上げ

を反映する動きで、強含み

推移だろうが、常に値上げ

の後追いとなっている点

に流通の幸さがある。市中

在庫の歯抜けが常態化す

れば日戯蒸が生じ、品揃え

に苦慮するという、ここ何

年もなかった市場環境が

現出する可能性もある。


